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チケット情報

問 消防本部予防課☎22-0332　FAX22-9427消防だより

み ず ほ 文 化 セ ン タ ーひこね市文化プラザ

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は、託児サービスを実施します。
　子ども1人1,000円。各ホールまで事前予約が必要です。

11月の休館日：6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

申込・お問い合わせ先　
みずほ文化センター☎43-8111（9:00～17:00）

11月の休館日：7日㈫、14日㈫、21日㈫、24日㈮、28日㈫ 

申込・お問い合わせ先  チケットセンター ☎27-5200 (9：00～19：00)
チケットはインターネットでもご購入いただけます。https://bunpla.jp/

12月17日㈰　14:00　メッセホール

【11月11日㈯9:00～予約開始】
友の会1,700円　友の会ペア券(2枚1組)3,000円

＜出演＞ピアニスト 青木智哉

彦根亭落語会　おもしろハッピー落語会in彦根

第24回 ひこね発！手づくり第九演奏会

12月9日㈯　14:00 　多目的ホール

ディズニーと出逢ったひとりのピアニストinひこね 
～夢と魔法の音楽をあなたに～

ロネとジージ　
ザ・ビッグイヤーズ・ショー

指定

子どもから高齢者まで、椅子から
落ちるほど笑わせるクラウン
ショー。ココロに残る幸せな時間
をお届けします！

※書道具をご持参ください。

しめ縄づくり
12月2日㈯　10:30/13:30/15:00

3歳以上有料

こども向け体験講座2023

【10月28日㈯発売（窓口９：００～、電話１３：００～）】 

彦根亭 みずほ寄席 

     一般　     前売：１,500円 当日：1,800円

vol.51 「新春落語まつり」 

　「ほっかほかラジオ」でお馴
染みの笑福亭晃甁さん出演の
新春落語会です。初笑いは、ぜ
ひみずほ寄席で！

託児あり（有料・要予約）小学生以上

指定

2024年2月23日（金・祝）　14:00　エコーホール

自由
【参加費】800円　【定員】各10名（先着）

【いずれも11月4日㈯ 9:00～受付開始】

※彦根市内に在住および通学の小中学生は無料招待がございます。
詳しくはお問い合わせください。

自由 一般2,000円　当日2,500円 託児あり（有料・要予約）

小学生以上

12月10日㈰　14:00
書き初め 【参加費】500円　【定員】各10名（先着）

【好評発売中】 

【11月18日㈯9:00～予約開始】
一般2,000円　ペア券(2枚1組)3,500円

託児あり（有料・要予約）

小学生以上

　YouTubeにて「東京ディズニーランドをピアノで一周する動画」が
100万回以上の再生回数を記録している青木智哉。自身が編曲を手
掛けたディズニー音楽によるクラシックコンサートをお届けします。

【好評発売中】 
 前売：500円 当日：600円

2024年1月13日㈯14:00 多目的ホール

＜出演＞笑福亭晃瓶、笑福亭瓶吾、笑福亭呂好、
　　　  笑福亭呂翔

 高校生以下　前売：１,000円 当日：1,200円
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防火ポスターコンクール結果防火ポスターコンクール結果
＜彦根市消防長賞＞
　森居 優生さん（鳥居本小３年）
＜彦根防火保安協会会長賞＞
　相田 紗代さん（彦根中３年）

【金賞】林 華凛さん（鳥居本小２年）
【金賞】山口 心寧さん（豊郷小４年）
【金賞】北川 愛莉さん（鳥居本中３年）
【銀賞】元持 美花さん ( 稲枝東小３年 )
【銀賞】小林 心音さん ( 河瀬小５年 )
【銀賞】髙橋 優月さん ( 彦根西中３年 )
【銀賞】若林 凜さん ( 甲良中１年 )
【銅賞】小島 あかりさん ( 稲枝西小２年 )
【銅賞】松下 椎香さん ( 佐和山小５年 )
【銅賞】安田 絢音さん ( 彦根中３年 )
【銅賞】寺村 仁沙さん ( 豊日中１年 )
【銅賞】田村 茉子さん ( 彦根西中３年 )消防情報テレフォンサービスの電話番号消防情報テレフォンサービスの電話番号

が変更になりますが変更になります
　11 月１日㈬から☎050-5536-6958
に変更となります。　【HP 番号：3219】 

119 番の日119 番の日
　地域住民と消防をつ
なぐ電話番号にちなん
で昭和62 年から11 月
9 日が「119 番の日」
と定められています。

甲種防火管理新規講習のお知らせ甲種防火管理新規講習のお知らせ
  令和 6 年令和 6 年 1 月 25 日1 月 25 日㈭㈭～ 26 日～ 26 日㈮㈮

場 ひこね市文化プラザ ひこね市文化プラザ（野瀬町（野瀬町））
申 11 月 20 日 11 月 20 日㈪㈪～ 27 日～ 27 日㈪㈪
詳しくは「「（一財）（一財）日本防火・防災協会」日本防火・防災協会」
のホームページのホームページ（QR コード）（QR コード）をご確認くをご確認く
ださい。ださい。
問  彦根防火保安協会（消防彦根防火保安協会（消防
本部消防総務課内本部消防総務課内））
☎☎  22-0314　22-0314　FAX  22-942722-9427

 応急手当普及員養成講習会のお知らせ応急手当普及員養成講習会のお知らせ
  1212 月 18 日月 18 日㈪㈪～ 20 日～ 20 日㈬　㈬　場  彦根市消防本部彦根市消防本部（（西今西今町町））申  11 月11 月 24 日24 日㈮まで㈮まで

詳しくは彦根市詳しくは彦根市ホームページをご確認ください。ホームページをご確認ください。  
問  市消防署本署救急係市消防署本署救急係　　☎☎  22-6119　22-6119　FAX 27-011927-0119【HP 番号： 21162】【HP 番号： 21162】

　火災が発生しやすい時季を迎えます。
この火災予防運動は、一人ひとりが火
災予防に対する意識を高めていただき、
火災による死傷者の発生や財産の損失
を防ぐことを目的に毎年実施していま
す。皆さんもこの運動を通じて、火災
予防に対する関心を高めて、
家庭や地域から火災が発生し
ないよう火の取り扱いにじゅ
うぶん注意しましょう。

問 消防本部通信指令課
☎ 22-0119　FAX 27-0119

秋季火災予防運動（11月 9日～ 15日） 秋季火災予防運動（11月 9日～ 15日） 「 火を消して 不安を消して つなぐ未来 」「 火を消して 不安を消して つなぐ未来 」

　江戸時代、菓子は、幕府の儀
礼の場で重用され、江戸は、菓
子作りの先進地であった京とと
もに、菓子文化の中心地となり
ました。江戸の菓子は大名を介
し国元に伝えられ、特色ある菓
子が各地で生まれる契機となり
ました。
　本展では、精緻を極めた菓子
木型や雛形、茶会記などから、
江戸時代に花開いた大名たちの
菓子文化を紹介します。

博物館だより
彦根城博物館 ☎ 22-6100 FAX 22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）

【次回テーマ展予告】「龍―天翔ける霊獣―」

お

知

ら

せ

臨時休館について
■令和 5 年 (2023 年 )

　11 月 7 日㈫～ 12 月 13 日㈬
■令和 6 年 (2024 年 )

　1 月 16 日㈫～ 2 月 16 日㈮
特

別

展

「大名と菓子ー百菓繚乱ー」
11 月 6 日㈪まで

　博物館では、能舞台
利用時の外気流入防止
対策として使用するス
ラインディングウォー
ル改修工事を行うた
め、上記の期間臨時休
館します。

【開催期間】令和 5 年 12 月 14 日㈭～令和 6 年 1 月 15 日㈪
来年の干支である辰にちなみ、龍を表わした作品を展示します。
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受
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６
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和
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年
12
月
25
日
～
31
日

は
休
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。

▲① 画賛「天徳院殿・・・」　個人蔵

和
歌
を
詠
む
武
士
た
ち
―
彦
根
藩
士
と
和
歌
―

▲② 「鉄炮笑歌集」　当館蔵　【部分】


